













































































































































































































































































原義：lord of stranger（客人の保護者） ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
概
念 
客人 
ゲストがホストが人間の尊厳をもって，相互満足しうる 
対等となるにふさわしい共創的相関関係で遇する 
主人 
対等の関係 
もてなされる側 もてなす側 
hospitalityguest host
心温まるおもてなし 
一期一会 
相互容認，相互理解，相互確立，相互信頼 
相互扶助，相互依存，相互創造，相互発展 
主従関係 
語源：Servus 
主要関連派生語：slave（奴隷），servant（召使） 
サ
ー
ビ
ス
の
概
念 
主人 
主人の意思が最優先され，従者は私利私欲なく 
上下関係で奉仕する 
従者 
差別の関係 
奉仕される側 奉仕する側 
servicemaster servant
義務的に役務を果たす 
滅私奉公 
一方的容認，一方的理解，一方的確立，一方的信頼 
一方的扶助，一方的依存，一方的創造，一方的発展 
出典：服部勝人（2001）「顧客サービスから相互満足へのマネジメント」『学会誌HOSPITARITY』第８号， 
　　　日本ホスピタリティ・マネジメント学会，p123，図２を基に構築。 
５．今後の課題
1960年代からホスピタリティの研究に取り組んでいる服部氏
　　１）
が「ホスピタリティを研究する上で一
番難しい点は、研究対象の分野が広範におよぶ学際的であるということである。実践の場である分野
も膨大にある。」と述べている。対人が基本で、しかも生活全般の援助を必要とする介護はまさにホス
ピタリティが求められる分野であると考える。
今回の課題によって実技以外の利用者理解にこそ介護の真髄があると感じ取った学生がいる一方で、
実技ではないところの介護の難しさに気づき自信を失いそうになったり、現場では業務に追われてコ
ミュニケーションも十分にとれないという実態を目のあたりにして介護に対する理想を失いかけたり
という学生もみられた。そのようにさまざまな感性を持ち合わせた学生にホスピタリティをどのよう
に伝えていくかというのが今後の課題と考える。
教育もまたホスピタリティが必要な場である。教育する側の一方通行の教育、学習する側の単なる
受身ではよい学習効果は得られない。教員も交え学生同士が意見を交わし高めあうことが相互学習で
あり相互教育で、教育もまた双方による取り組みが必要なのである。
学生たちはこの度の課題によってホスピタリティの存在には気づけたようであったが、その働きを
促進するためのコミュニケーション技術をどのように伝えていくかもこれからの教育課題と考える。
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図２：基本的にホスピタリティを構成しているものは 
コミュニケーションスキルとホスピタリティマインドである 
出典：宇田川光雄（2003）「ホスピタリティ・トレーニング」遊戯社　P９ 
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【注】
１）服部勝人：日本ホスピタリティ・マネジメント学会　理事長　　東洋大学　国際地域学部　教授
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